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コロを三回投げて，一回 6 が出る確率は，25/72 なのだが，生徒は，「三回投げて，6 が一回出るので
1/3 だ」や「6 の目は 1/6 だからサイコロが三個になっても 1/6 だよ」など数学的な結果とは違う予
想をしていた。今回行った授業では，生徒の予想を十分に授業に反映することができず，生徒が主体
性を継続することができなかったが，生徒が予想する時，数学を楽しみ確率の結果を主体的に予想し
ていたように感じる。授業力があれば生徒の主体性をさらに継続できたのを実感した。今回のような
実験は，多くの時間を取らず，生徒が予想をし，内容の理解が深まっていたように感じる。すべての
分野で行っているわけではないので，他の分野でも試していきたい。 
2.課題 
 今回の基盤実習で，授業実践や授業参観を行っていくうちに，主に以下の三つの課題が見えてき
た。一つ目は，本研究のテーマである生徒が予想をする段階でしっかりと生徒に思考させることがで
きなかったことである。授業の進度を意識しすぎて，生徒が考えているときに次の内容に進み，生徒
が考える時間を確保することができなかった。しっかりと思考させる時間が必要だ。二つ目は，生徒
全体を見ることができなかったことである。発問をした後，自由に発言させていたので，よく喋る生
徒のペースに合わせてしまい，他の生徒が内容を理解しないまま授業を進めてしまった。授業では生
徒全員が主体的参加できるような工夫が必要だ。三つ目は，発問の工夫である。生徒が深く思考する
ために意図的に生徒が間違えるような発問をすることが大切だと感じた。生徒がつまずきや困難を感
じることで深く考えることができるからだ。教材研究の時にしっかりと発問を練る必要がある。 
理論を取り入れた授業課題として，二つの課題が考えられる。 
一つ目は，教材研究だ。生徒に予想させる段階で，生徒が主体的になるような問題を提示しなけれ
ばならない。そこで私の研究と関連のある先行研究を読み，どのように問題提示し，授業を進めてい
くのかを見ていく必要がある。しかも，実習校の生徒の実態に合わせ，問題提示をしなければならな
い。二つ目は，評価についてだ。生徒が主体的になったと判断するためにどのような評価が適切か考
える必要がある。  
